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布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

「存在する月経」への選択肢を求めてー

あらまし

本稿は、布製で洗って繰り返し使用できる月

経処置用品である布ナプキンを通じて、月経が

社会の中でどの様に考えられ、受け止められる

かという月経観がいかに変容するかについて論

じた研究ノートである。月経をめぐる問題の根

底には、月経痛などの身体的症状によるものの

ほか、月経に対して隠したい、あるいは厄介で、

なければいいのにと思うようなネガティブな価

値観がある。そのような価値観の背景には、社

会通念や国家の政策等があり、また月経処置の

方法にも左右される。つまり、月経をめぐる問

題は個人的問題ではなく、社会全体の問題とし

て耳又り組んでいく必要がある。

とりわけ、月経観は月経をめぐる問題を検討

していく際に重要なことである。そこで、月経

と社会のかかわりについて歴史をひもときなが

ら整理をし、加えて、今日一般的に使用されて

いる月経処置用品が普及した背景について述ベ

た。そして、その月経処置用品が内包する問題

点を明らかにし、新たな選択肢としての布ナプ

キンの可能性について、先行研究と筆者がおこ

なっている社会実験のひとつを事例として報告

した。さらに、使用する月経処置用品の違いに

よって変化する事象について考察を加えた。

小野 千佐子
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はじめに

1.1

女性は、人生の主要なライフステージの期間

を月経,とともにすごす。その期間は、10代前半

に初ホ影の発来をむかえ、青年期、成人期を経て、

閉経をむかえる壮年期前半までの約35年から40

年問である。28日周期で]回の月経日数を5日

とすると、 1年間では65日間を月経とともに過

ごしている。妊娠中や授乳中は無月経となるた

め、出産回数が多かったかつての日本女性に比

べると、今日の日本女性が生涯で経.験する月経

回数は飛躍的に増加しているのである。そのた

め、女性にとって、月経期間をどの様に過ごす

かは重要な問題となる。

しかし、実際には、河経痛や不定愁訴、ある

いは月経前症候群.で苦しみつつも、月経に伴う

ことだからしかたがないと我慢し、または鎮痛

剤を内服して仕事や日常生活を行っている'。し

かも、その痛みについては、声をひそめて親し

い女性に伝える程度である'。

筆者も20代は、河経痛や月経に伴う不快な症

状で悩み、女性に生まれてきたのだからとあき

らめの思いで過ごしてきた。しかし、30代前半

に布製で洗って繰り返し使用できる月経処置用

月経をめぐる問題意識の発端

'一般に、「生理」という表現が用いられるが、本論では第2章第]節での議論を踏まえて「月経」と表記する。
.はじめてむかえる月経のこと。

.月経前症候群とはPMS (premenS如alsy加mme)とも呼ばれ、月経直前の2週間ないし1週間前からおこる身体的、桔神的症状0
「pMAは先進国の問題」 U1Ⅱ頼,2006, 172ページ)といわれている。

'月経痛により日常生活に支障をきたす、または対策をしなければならない女性は、約60%存在する。(奥田博之・後藤由香・池
田智子「月経の実態と愁訴ヘの対応」(小野清美編著『生理用品の45年の軌跡』ふくろう出版,2006), B1ページ)。
,「働く女性の月経」と題した調査結果がある。これは、社団法人日本産科婦人科学会、社団法人日本産婦人科医会及びP&Gウィ
スパーハッピーサイクル研究所が2006年に首都圏の女陛B1名を対象に実施したアンケートをもとにしたものである。その結果、

月経痛が非常に強いまたは強いと回答した女性は43%にのぽり、さらに事業所規模1000人以上の大企業に勤務している女性にお
いて月経痛が強いと回答した割合が高かった。さらに、50%の女性が月経についての理解を職場の男性に求めている現状がある
とわかった。(社団法人日本産科婦人科学会・社団法人日本産婦人科医会「女性の健康週間」委員会「月経調査結果報告」,2006)
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品(以下、布ナプキン)を知り使用してみたと

ころ、それまでの症状が改善した。この経.験を

きっかけに、 2004年より布ナプキンを企画・製

造・販売するビジネスをはじめた。このビジネ

スを通じて、月経を話題にすることがいかに少

ないかを実感した。そして、月経について語ら

ない、語れない理由は何によるのか、また、月

経をめぐる問題は、個人的な問題ではなく、女

性だけの問題でもなく、社会全体の問題として

角早決していく必要があると考えるようになっ

た。特に、月経が社会の中でどの様に考えられ、

受け止められてきたかという月経観を再検討

し、改善させる必要性を強く認識した。

小野 千佐子

1,2

ブな価値観が減少し、月経の受容が促進される

と考えるものである。すなわち、西村がソーシャ

ル・イノベーションを「社会において発生する

諸問題を見出し、自らの関心と思いに基づいた

解決策として独創的な事業手法を開発し、人と

社会との関係ヘと働きかけ、新しい社会的価値

を創造していくこと」(西村,2009,4ページ)

と定義しているのであるが、本研究は月経をめ

ぐる問題解決を布ナプキンの普及を通じて目指

す実践的研究ある。

本稿の構成は、次の第2章では女性の身体と

月経のかかわりについて述ベ、さらに、月経観

が社会通念や国家の政策等によって変化してき

たことについて整理する。第3章では、今日一

般的に市販されている使い捨てタイプの月経処

置用品の普及経緯と問題点を論じ、第4章では

布ナプキンの可能性を示す。第5章では布ナプ

キンによって変化する事象を考察し、第6章で

本研究の課題と展望について述ベていく。

本稿の目的は、月経が社会の中でどの様に考

えられ、受け止められてきたかという月経観に

ついて歴史的背景を踏まえて整理するととも

に、今日の月経をめぐる問題を社会的な視点で

明らかにし、月経処置用品のひとつとして布ナ

プキンを提示することによる問題解決の可能性

について論じることである。これまでの月経を

めぐる問題についての研究は、主に、医学や看

護学、発達心理学、民族学、民俗学、家政学な

どの領域や、フェミニズム研究、ジェンダー研

究などの中ですすめられてきた。しかし本研究

は、これらとは異なり、総合政策科学研究科ソー

シャル・イノベーション研究コースが目指す「地

域社会に生起する具体的な公共問題を解決」'す

ることに沿うものである。この点について次の

ように説明を加えておきたい。月経をめぐる問

題の根底には、月経痛などの身体的症状による

もののほか、月経に対して隠したい、あるいは

厄介で、なければいいのにと思う,ようなネガ

ティブな価値観がある。そのような価値観の背

景には、社会通念や国家の政策等があり、また

月経処置の方法にも左右される。この点に着目

して、月経処置用品の新たな選択肢として布ナ

プキンを提示し、布ナプキンが普及していくプ

ロセスにおいて、月経に対する前述のネガティ

本稿の目的

2 月経と社会のかかわり

2,1

月経とは医学用語であり、「周期的に繰り返

され、かつ限られた日数で自然に終わる子宮か

らの出血」(松本,2004,認ページ)と定義さ

れている。加えて「それは妊娠を目的にした女

性特有の機能」(松本,前掲書,88ページ)で

ある。つまり、健康な女性の身体的生理機能の

ひとつである。

また、日本では古くから月経について「月事」

「月水」「月役」「河のもの」「河のさわり」(小野,

2000,141ページ)などと呼ばれ、月にまつわ

るものであると考えられてきた。さらに、河経

の経について漢和辞典.では「めぐり」と説明さ

れており、月のめぐりによっておこる現象を示

す言葉であると理解できる。

しかしながら、今日一般的には月経でなく生

理という呼称が使用される場合が多い。生理と

いう呼称は、1947年に労働基準法の中で法制度

女性の身体と月経のかかわり

'同志社大学総合政策科学研究科ウェブサイト: ht如:ガSosei.doshisha.aC卯ノSU1血aw/index.h如1(20仭年8月24日閲覧)
,発達心理学者の川瀬良美の調査によれぱ、月経が無けれぱよいと考えることがある女子大生が89.3%(131名ヘの質問に対い17

名)いる。(川瀬良美「思春期の月経指導について一現代の月経問題をふまえたこれからの指導一」『現代性教育研究月享則,日

本性教育協会,2009。)

*大修館漢語新辞典,2001



化された生理休暇という表現からはじまったと

されている(小野,2000,141- 142ページ)。

その理由としては、明治時代以降の隠すべきも

のとしての月経観0が背景にあり、医学用語の月

経ではない腕曲表現として生理が使用された。

そして今日においては、身体的生理機能を意味

する用語を使用するよりは、「口にする際に抵

抗感が薄れた」(田口,2005, B0ページ)生理

が定着している。また、生理痛や生理用品のよ

うに生理から派生した用語が定着している現状

を考慮すれぱ、生理が椀曲表現ではなく正しい

用語であると誤解されているとも考えられる。

一方、女性発達心理学の視点で月経について

研究を重ねる川瀬良美によれば「月経を隠すべ

きこととして代用語で語ることは、女性の健康

な身体的特性を否定することになる。月経に意

図的に付与された誤った意味づけを、女性自ら

力靖忍めないとする意思をもち、行動する必要が

ある」(川瀬,2006,263ページ)とし、椀曲表

現の生理ではなく、正確に月経と表現すること

が重要であると論じている。したがって、本稿

においては月経という表記を用いることにす

る。さらに、月経に付随する表現として、見経

の処置に関しては月経処置とし、処置用品とし

て一般的な呼称である生理用品ではなく月経処

置用品と表記していく。

ところで、月経には身体的生理機能という医

学的な意味以上のものが含まれている。それは、

月経の目的が妊娠であることに由来する。妊娠

は、個人力沫斤しい命を生みだすことであるとと

もに、共同体の新しい構成員を生みだすことを

意味しているからである。だからこそ、月経は

共同体全体の関心事であり、共同体全体と密接

にかかわりを持ってきた。たとえば、今では家

庭内においてのみではあるが、初経の発来を赤

飯で祝ったり、おめでとうと祝福の言葉をかけ

たりする習わしがある。これらは共同体内にお

ける初経を祝う通過儀礼の名残のひとつである

と考えられる。

だが、少子化にともない回数力吐曽加した月経

は、妊娠の可能性のみを目的としていると考え

られなくなってきている。そこで、月経の発生

メカニズムについて以下の様に確認しておきた

い。男性と女性の性は、性染色体の組合せで決

定し、母体の染色体は常染色体と2つのX性染

布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

色体、父体の染色体は常染色体とX性染色体と

Υ性染色体を含む。その母体の卵子がΥ性染色

体を含む精子と受精すれば男性に、 X性染色体

を含む精子と受精すれぱ女性となる。だが、受

精卵の初期は男女の構造上の相違はない。受精

後6週以降からΥ陛染色体の遺伝子によって性

腺の男性化が始まり精巣が形成され、20週以降

に精巣からの男性ホルモンにさらされた脳は男

性の脳になり、さらされなかった脳は女性の脳

になる。その男性の脳は、非可逆的な脳の性分

化によって周期性を示さない脳になるが、女性

は周期性のある脳を維持する。「周期性のある

脳をもつ女性の身体は周期性を示すが、その象

徴としての月経を認めることができるJ U11瀬,

2006,10ページ)。つまり、周期性のある女性

の脳によって月経がおこり、妊娠のためにのみ

女性が月経とともに過ごすのではなく、身体的

生理機能として重要なのである。

また、文化人類学者の波平恵美子は、妊娠や

出産を担う年齢の女性の社会進出と月経の「医

療化」(波平,2005,64ページ)に強い関係が

あると論じている。そして、医療化の過程で身

体の経'験を共有する場ときっかけ力斗除威してい

る状況があり、「『産むこと』、『産めないこと』、

『産まないこと』も含めて、女性の生殖に係わ

る身体の体験が共有できる場が今何よりも求め

られている。j q皮平,前掲書,76ページ)と述

べてぃる。したがって、月経をめぐる問題は医

学的な領域のみの問題ではなく、女性と女性が

所属する社会の問題として検討し、解決してい

かなければならない。
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0 第2章4節にて詳細を述ベる。

2.2

ここで、月経が社会の中でどの様に考えられ、

受け止められてきたかという月経観を整理して

おきたい。本節では、平安時代(794年

1185n192年)中頃までの神秘なものとしての月

経観について述ベていく。

月経は、突然出血し、日数が経過すれば自然

に出血が止まる。そのため、平安時代中頃まで

の日本では、出血しても死に至らない月経は「神

のみがなせる神秘の出来事」(小野,2000,64

ページ)として神聖視されていた。そして、月

神秘的なものとしての月経観
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経期問中の女性が槻屋,0に籠って祀りごとを

行っていた。また、沖縄では月経の変調が祝女

"になる前兆のーつとされ、神に仕える者に女

性が多い理由として女性に月経があることと無

関係ではないと考えられている q美野,1999,

199ページ)。

古事記には、 2世紀前半の第12代景行天皇の

皇子ヤマトタケルと婚約者のミヤズヒメが詠み

交わした歌に月経に言及するものがあり、月経

を指摘するヤマトタケルと、月日がたてば月経

がめぐってくることが自然であると詠うミヤズ

ヒメは共に月経を「"月"とおおらかに呼び」(小

野,2000,67ページ)、当然のこととして受け

止めている。さらに、民俗学者の宮田登は、月

経を「神のしるし」 q中浦・宮田,1999,85ペー

ジ)であり尊いものとして、ヤマトタケルとミ

ヤズヒメは結ばれたと説明している。同様に、

古事記には5世紀の第21代雄略天皇の酒宴中に

伊勢の采女が差し出した杯に槻の葉が浮かんで

おり、その無礼に対して伊勢の采女が許しを請

い天皇を称えるために詠んだ歌も収められてい

る。その歌の出来が素晴らしく伊勢の采女は許

されるのだが、槻の葉が意味することは月経で

ある。小野は、月経がハレの酒宴を稜すもので

あったが、歌で無礼が順えることから、「女の

不浄としてみられていなかった」(小野,2000,

69ページ)と1隹測している。しかし、 2世紀前

半のヤマトタケルとミヤズミメの時代と、その

3世紀後である5世紀の伊勢の采女の時代の月

経観には、既に違いがある。つまり、槻の葉が

月経を意味するからこそ天皇が立腹したのであ

リ、もはや神のしるしとして尊いものとは考え

られなくなっていったといえる。

以上のように次第に神秘、的なものとしての月

経観が薄れて、平安貴族社会を中心にしてケガ

レロとしての月経観が定着していく。次節では、

そのケガレとしての月経観について述ベる。

小野 千佐子

2.3

宮田によると、平安京の貴族社会では出産の

無事を祈願して僧侶、修験者、巫女によりさま

ざまな呪術的祈祷がおこなわれ、悪霊が依らな

いように妊婦を特別な空間としての産小屋に隔

離したことから、出産のケガレが発生したので

はないかと論じている q中浦・宮田,1999,

186-189ページ)。そして、出産時の神は血を

恐れず血の聖性にかかわる山の神であり、神道

の神々は接近しないと考えられている。この山

の神とは、狩猟民の神であり、月経を神秘的な

ものとしていた時代の神である。一方の神道の

神々とは、出産をケガレとして接近してこない

神々である。このような神と人間との関係につ

いて、波平は「神ごとに係わる空間を、時間に

準じて『ハレの空問』と呼び、神ごとを避けよ

うとする空間を『ケガレの空間』」(波平,

1988,204ページ)と定義している。まさに産

小屋は神々が接近してこないケガレの空間とし

て誕生したのである。

ところでケガレであるが、沖浦Bは、清浄に

対する不浄、神聖に対する汚稜という宗教的な

ケガレ観が、密教とともに伝来したのではない

かと述ベている(沖浦・宮田,1999,39-40ペー

ジ)。そして、清浄を維持するために不浄を「隔

離し排除」(沖浦・宮田,前掲書,40ページ)

しようとすることから発生したのが死稜、産稜、

血桟である。さらに、 967年に施行された延喜

式Hによって、ケガレは「国家によって法制Πヒ」

q中浦・宮田,前掲書,82ページ)されていった。

このようなケガレを不浄とするケガレ観は、

室町時代(1336年一1573年)から民衆社会にも

次第に広がっていった。そして、前述の産小屋は、

出産や出血を隔離し排除するための空問とみな

され、月経期間中の女性が日常生活から航れて

こもることが求められるようになっていく6。ま

ケガレとしての月経観

'0 槻屋(つきゃ)とは、槻の木の近くに建てられた特別な小屋のことである。

"祝女(のろ)とは、沖縄を中心とする地域における女性の司祭のことである。

n 民俗学におけるケガレは、汚桟や桟れ、汚れといった不浄性だけでなく、生命力の源である霊魂や気が離れる状況をも「気・

枯れ」「気・雛れ」と考えられている。そこで、不浄性のイメージが強くな0てしまうことを避けるために、カタカナ表記する。

0 民俗学者で被差別民の研究を中心におこなう。桃山学院大学名誉教授。

"延喜式とは、905年編纂開始、 927年完成、 967年施行された、養老律令に対する施行細則を集大成した法典。例えぱ、産稜(出

産によるケガレ)のある者は7日問神社に参詣できない、死桟(死によるケガレ)に触れた者は30日、その死稜のある人問に

触れた者は20日参詣できないなどと規定されている。

"産小屋には、月小屋、他屋、忌小屋なとオ兼々な呼び名があった。



た、このような小屋を持たない共同体でも、月

経期間中の食事は家族と離れて士間や縁の下で

とったり、料理の火を別にして調理したり、神

棚に角虫れてはいけない、鳥居をくぐらないと

いった禁忌があった。しかしながら、その一方

で初経の発来を祝う行事が行われてきた。その

理由は、初経の発来は共同体の構成員を生み出

す可能性の誕生であり、喜ばしい出来事として

共同体全体の関心事であったからである。

他方、打経期問を小屋で過ごす女性にとって

は、不浄とするケガレ観ではない側面があった

と考えられる。まず、同時期に月経になった共

同体内の女性は同じ小屋に滞在することにな

リ、そこでの体験や話されたことから得たもの

は重要なものであったはずである。次に、産小

屋の役割についてであるが、宮田は「産後の母

体保全をはかっていた上'(沖1甫宮田,前掲書,

2Ⅱページ)と指摘している。この指摘から老

えられることは、月経期間の女性も、日常の労

働から解放されて身体を休めることが可能な状

況を用意されていたのではないかということで

ある。

ケガレとしての月経は、初経の発来を祝った

リ、月経期間を小屋にこもったりする非日常的

行為により、女性の周囲の人々も女性の身体的

生理機能について把握していたことになる。こ

の場合の周囲の人々とは、家族などの身近な

人々だけでなく、共同体の構成員を指す。つま

リ、個人的な身体的生理機能が共同体全体に係

わる現象として顕在化していたのである。

さて、平安時代から江戸時代にかけての月経

処置方法につぃてである。小野の『アンネナプ

キンの社会史』から概説すると、平安時代の貴

族社会の女性たちは「姫の科」,を呼ばれる絹の

真綿、庶民は麻・藤・葛・楮などの布を当てて
いたのではないかと、着用していた衣服から推

測している。下着は腰裳を腰に巻くだけであっ

たため、月経中はその腰裳のうしろの裾を前に

引き上げて揮式にしていたと考えられている。

江戸時代には、腰裳に紐をつけるようになり、

さらに「お馬」と呼ばれる禪式の月経帯ができ、

浅草紙や使い古したボロ布や綿を「お馬」で固

定し当てものとして利用していた。浅草紙とは、

布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

すき返した再生紙のことである。また、江戸時

代の遊女は、絹織物を裂いて紐状にし、それを

巻いて棒状にしてタンポンの様に詰めものとし

て使用し、洗って繰り返し利用されていた。こ

れら処置方法について文献に記録されているこ

とは、ごく一部のことであろうと推測でき、各

時代、各地域の庶民の女性たちは身近にあるも

のを工夫して利用し、多様な方法で処置してき

たこと力跡長像できる。

以上のように、ケガレとしての月経観の時代、

月経は女性にとっても共同体にとっても、身近

で常に目に見える状況にあった。次節では、明

治政府が、不浄とするケガレ観の払拭を政策と

しておこない、月経が次第に不可視なものへと

変化することを述ベる。
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2.4

文明開化をむかえた1872年、近代化を目指す

明治政府は西欧からの抗議により、それまでの

産稜を廃止する太政官布告を出し、翌年にケガ

レの制度が全面的に廃止捻される(沖浦・宮田,

1999,17フページ)。そして、政府はケガレや産

小屋などを非文明的なものとして排除し、近代

西欧医学や衛生観念の普及をめざして、まず医

学者や官僚などの上流階級の女性ヘの啓蒙をお

こなっていった。

次に、18釘年には、半官半民による私立大日

本婦人衛生会が設立され、主に家庭にいる女性

を対象にした講演会や雑誌で、月経の処置方法

が指導されはじめた。そして、文部省は学校教

育の中で、女子学生に清潔なガーゼによる月経

処置方法を普及させるとともに、1900年には月

経期問の運動を控えることを指導していく。こ

の衛生観念普及の背景には、優秀な国民を産み

育てるために、衛生学や家政学などの知識を身

につけた良妻賢母の育成を目指す「国家的な人

種改良と母体管理」(田口,2003,74ページ)

という政府の政策的意図があった。こうして、

月経、妊娠、出産に関する女性の身体は学校の

教師や医師が管理し、診察、治療するべき対象

になってぃく。つまり、生殖に関する女性の身体

隠すべき個人的問題としての月経観

M 妊婦は、産小屋を出産時だけの使用ではなく、産後しぱらく滞在することが求められていた。

0「姫の科」の読みは、ひめのものである。

礁延喜式以来の規定で、役人は、妻が出産した場合のケガレが伝染することを防止するために、出勤か禁止されていた0
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的生理機能が医療化,の対象となったのである。

そのうえ、前述した文部省による月経期間の

運動を控えるという指導により、月経期間の女

子学生は学校での体操時間を見学しなければな

らなくなったのだが、そのために女子学生は教

師に月経期問であることを申告する義務が発生

した。この制度によって「医学的衛生管理の権

威を委ねられた教師や校医に月経を『告白』す

ることで、この現象力誹必匿すべき『プライヴァ

シー』となって」(田口,2003,67ページ)いっ

た。換言すれば、月経は日常生活を阻害する恥

ずかしいことであり、隠すべき個人的問題に

なったのである。

こうして、医療化の対象であり、かつ隠すべ

き個人的問題となった月経に関する悩みは、こ

の時代に頻出した雑誌の相談欄に投稿され、医

師などが回答した。さらに、それらの雑誌には

月経や女性特有の病気に関する薬の広告が掲載

され、薬によって自らの身体を管理せざるをえ

なくなっていく。これらのことは、白らの身体

的生理機能について家族や友人といった近しい

関係にある人たちではなく、顔の見えない者に

相談するようになったことを意味している。そ

して、ますます月経については口に出して語る

ことではなくなり、産小屋があった時代に比ベ

て不可視なものとなっていった。

次に、月経処置方法についてだが、脱脂綿が

1886年に医薬品についての品質規格である日本

薬局方に掲載されて実用化し、それまでの浅草

紙やボロ布に代わる衛生的な月経処置用品とし

て普及していった。そして、その脱脂綿を固定

するために江戸時代からの「お馬」を改良した

月経帯が市販されはじめた。また一方で、「お馬」

を自ら作ることも存続し、母親や姉から「お馬」

の縫い方や洗濯方法が伝えられて、女の心得と

しての観点で階吾り継がれてきた」(小野,

2000,Ⅱ9ページ)。隠すべき個人的問題となっ

た月経ではあるが、その処置方法については、

先達の知恵が伝え生かされていたと考えられ

る。しかしながら、身近にあったボロ布などで

の月経処置ではなく、法的な基準が設けられた

小野 千佐子

製品である脱脂綿や月経帯という工業製品によ

る月経処置は、女性の身体的生理機能の処置が

貨幣経済の中に組み込まれはじめていく第一歩

であったといえる。

3.プラスチックナプキンによる月経処置

3.1

本節では、明治時代に普及しはじめた脱脂綿

が改良され、今日一般的に市販されている月経

処置用ナプキンが普及していく背景について述

べる。

脱脂綿の原料は綿花である。そのため、第二

次世界大戦に突入した日本では、綿花を中国か

らの輸入に頼っていたことから次第に原料不足

が深刻化し、1941年には生活必需物資統制令に

より月経処置用の綿花の割当がなくなった。女

性たちは綿花の代用品として紙や草、木の皮な

どで月経処置を行なったということだが、戦争

によるストレスと栄養不足から無月経になる女

性も多く、むしろ月経処置が必要でないことに

安堵したという悲劇もあった(小野,2000,

Ⅱ3ページ)。戦後は、1951年に生活必需物資統

制令が解除となり月経処置用としての脱脂綿が

再普及し、さらに改良品として、あらかじめ適

当なサイズにカットした「カット綿」が普及し

た。

そして、 1957年には、アメジスト大衛株式会

社が薬局方の脱脂綿ではない家庭綿を紙で包ん

だ月経処置用品を製造、発売し、1961年にアン

才才朱式会社力沫氏を原材料にした「アンネナプキ

ン」を発売したことを契機に、他社もそれに追

随した。これらの変化は、月経処置用品の原材

料がそれまでの綿から紙ヘと変化する大革命で

あったといえる。その後19乃年に吸水紙の代わ

りにパルプを粉砕して綿状にした製品が開発さ

れ、さらに1978年に高分子吸収材⑳を吸収材に

使用した製品が製造されるようになった。つま

リ、原材料力泌氏からプラスチックへと変化して

プラスチックナプキンの普及経緯

円医療化とは、それまで自己管理していた身体状況を、正常か異常かの視点を医師が診察して決定し、治療するという医療現象

にしていく過程である。

⑳高分子吸収体とは、特に高い水分保持性能を有するように設計された高分子化学製品で、吸収陛ポリマー、高分子吸収体、SAP

とも呼ばれている。現在、性能とコストの両面で最適とされるのがポリアクリル酸ナトリウム系の架橋構造を持つポリマーで

あり、アクリル酸を部分中和させ、架橋性モノマーと共重合させることで得られる。(社団法人日本化学会「身近な化学探訪」:h如:ガ
WWW.chemuseum.colwprofessionavreporV9ノ加dex.html (2009年8月24日閲覧)



いったのである。今日一般的に販売されている

使しヰ舎てナプキン(以下、プラスチックナプキ

ン川は、高分子吸収体と不織布箆と防漏材おか

ら形成さている。それは、決して家庭で個人的

に作ることができない月経処置用品であること

を意味している。

次に、このプラスチックナプキン普及ヘの先

鞭をつけた「アンネナプキン」について触れて

おく。アンネ社は、商品開発にあたってモニター

調査をおこない、以下の7つを開発目標にした。

(1)ソフトタッチで快適。(2)すばやい吸収

性で、肌はいつも清潔。(3)丈夫で漏れない。

(4)殺菌、消臭効果。(5)軽量、小型で、使

用中もスタイルは変わらない。(6)水洗トイ

レに流せる。(フ) 1回分をポリエチレンで個別

包装し、ハンドバックに納められる(田中,

2006,71-73ページ)。さらに、発売にあたり、

大規模な宣伝広告をおこなった結果、1961年の

会社設立翌年の売り上げは10億円、翌々年の1963

年には21億円と急成長を遂げた。これは、女性

が望む月経処置用品のひとつの形が「アンネナ

プキン」であったことを裏付けているといえる。

また、アンネ社は、 10年間に10回の雑誌広告

賞を受賞する(田中,前掲書,舛ページ)程、

宣伝広告活動に力を注いだ。それには、月経を

隠すべき個人的問題とし、月経処置用品の購入

を恥ずかしいことと感じる女性が多く、製品の

販路拡大には「月経処置に対する意識改革」(小

野,2000,141ページ)が必須だと考えられた

からだ。この点は、アンネ社力斗旦った大きな社

会的役割だったといえる。そして今や、プラス

チックナプキンはドラッグストアーやスーパー

の店頭に並び、特売の目玉商品のひとつになっ

てぃる。だが、その商品を手にする際の女性の

心理はどうだろうか。商品を選ぶ基準は吸収力

や皮膚ヘの刺激度合、または価格であり、月経

を処置するための必需品だから購入しており、

次回の月経を楽しみにしているわけではない。

この点は、プラスチックナプキンが高性能化し

布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

ても変革することができない点である。

3.2

3.2.1

プラスチックナプキンの問題点

本節では、プラスチックナプキンに付随する

用語である処理と汚物について述ベていく。

まず、処理という用語についてである。プラ

スチックナプキンは薬事法で医薬部外品に指定

され、タンポンは医療用具に指定されているも

のである。そして、その薬事法で使用されてい

る月経処置に関する用語が、月経処理である。

ここまで本稿では、月経処置と表記してきた。

なぜならば、身体的生理機能による出血は手当

てするべきものであり、処置という用語が適切

であると考えるからである。一方、処理という

用語は始末をつけるという意味であり、不要な

ものの後片付けをすることである。既に、前章

で月経のメカニズムについて確認したとおり、

月経は周期性のある女性の脳によっておこる身

体的生理機能であり、必要不可欠なものである

点を踏まえれば、処理は不適切な用語であると

し、える。

次に、汚物という用語についてである。使用

済のプラスチックナプキンは、汚物として処理

される。加えて、経血もプラスチックナプキン

とともに汚物となり、多くの女性が経血とプラ

スチックナプキンを目の前から早く消去したい

と願っている。このことは、前節で述ベた「ア

ンネナプキン」の7つの開発目標のひとつに、

水洗トイレに流せることNが挙げられているこ

とに象徴される。また、高吸収のプラスチック

ナプキンにより、女性は経血の漏れを気にせず、

河経がない日と同様に行動がとれるようになっ

た。しかし、身体的生理機能による出血はあり、

その出血を厄介なものと見なし、汚物と呼んで

いる。このことは、月経を生理と呼び女性の健

処理と汚物という表現
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刀高分子吸収体、不織布、防漏材からなる使い捨ておむつを英語ではPlasticP卸tSもしくはPlastlcdiaperSと呼び、布おむつと区別し
てぃる。日本では紙オムッと呼ばれるが、厳密には原材料の点から検討して適切でない。そこで、同じ形状の使い捨てナプキ
ンをプラスチックナプキンと命名し、布ナプキンと区別していくことにする。

詑不織布とは、極細繊維を絡み合わせてシート状にしたものである。ナプキンの肌面素材である。
お防漏材は、月経血を外に漏らさないためにナプキンの外側をおおっている。

訓実際には、排水管が詰まるトラブルが続発し、またプラスチックナプキンのように水に溶けない素材も登場し、水洗トイレに
流すことは基本的に不可能になった。ただし、紙を原材料として水に流すことを前提として開発された月経処置商品が、今日
存在している。
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康な身体的特性を否定することと同様のことで

あり、月経の受容を女性自身が阻むことに通じ

るといえる。

3.2,2

本節では、プラスチックナプキンの製造と廃

棄という視点から、プラスチックナプキンが与

える環境負荷について検討する。

まず、プラスチックナプキンの製造について

である。プラスチックナプキンは、高分子吸収

体と、不織布と防漏材から形成されている。高

分子吸収体は、自重の50~ 100倍の経血を吸収

でき、一旦吸収した経血は圧力がかかっても溶

みでないという性質を持つものであるお。さら

に、接着斉小'や固定材刀が使用されており、「原

料の3~4割が石油系の素材」(甲斐村・久佐賀,

2008,144ページ)である。こうして製造され

たプラスチックナプキンは1回限りの使い捨て

である。これは、再生不可能な資源の消費を最

小限に食い止めるという持続可能な社会の基本

原則部のひとつから逸脱するといえる。また

19乃年の石油ショック時、月経処置用品はその

影響を受け「どこも品切れだった」(小野,

2000, 182ページ)ことがあり、いかに石油に

依存した製品であるかをうかがい知れる。もち

ろん、プラスチックナプキンメーカー各社は独

自の企業努力を行い、環境負荷の削減に努めて

いる⑳。しかし、あくまでも再生不可能な資源

を使い捨てる製晶であることに変わりがない。

加えて、身体的生理機能である月経は、時代を

超えて世界中の女陛におこる現象であることを

考えれば、石油に依存している月経処置用品の

代替品が広く提示される必要があると考えられ

る。

次に、プラスチックナプキンの廃棄について

である。容器・包装材の使用量の増加によって、

環境ヘの負荷

小野 千佐子

家庭ごみが確実に増加しているのだが、紙おむ

つをはじめ、ティッシュペーパー、プラスチッ

クナプキン、使い捨てライターやカイロなどの

使い捨て商品もごみ増加の要因になっている

(高月,1998,39ページ)。 2007年のプラスチツ

クナプキン国内生産数量は66億ピース、輸入品

を併せると68億ピースになる如。この数字は生

産数量であるが、使用された数字と読み替える

ことが可能であるとすれば、全てがごみとして

処理されたことになる。

使用済みのプラスチックナプキンは一般廃棄

物引として回収され、また公的機関に捨てられ

たプラスチックナプキンは清掃作業者によって回

収されー"斐廃棄物もしくは産業廃棄物として処理

されることになる。つまり、経血や分泌物などが

染み込んだごみではあるが、感染症などが懸念さ

れる医療ごみとして有資格の廃棄物処理業者が処

理しているわけではない。ごみの減量化が求めら

れている中で、女性にとっての必需品であり、必

要とする期間も長期問にわたる月経処置用品につ

いて、何を使用し、いかに処理されていくべきか

力語果題となっているといえる。

お財団法人日本衛生材料工業連合会ウェブサイト:ht中:が四W.jhpia.or卯/ind獣html(2009年8月24日閲覧)
M 各構成分を組み合わせ加工する時の接着に用いる材料。

力製品を装着した時、製品のズレ防止を目的とする材料。

認国連自然保護基金と国連環境計画および世界自然保護基金によって、持続可能な社会を目指すための9つの基本原則が発表さ

れた。 1ntenlational union ofthe conseNation ofNatare and NatLlr丑I Resources / united Nations Environment progamme /xvorld wide

3.2.3

本節では、プラスチックナプキンが装置産業

のもとでのみ生産可能な点について述ベ、問題

点を指摘したい。

脱脂綿を使い、個人的努力で月経処置を行っ

ていたことを、「アンネナプキン」の発売は、

より清潔で便利な「誰もができる"均一的"な

月経の処置」(小野,2006,5 ページ)へと転

換させた。さらに、工学、科学、化学などの技

術を.駆使した新製品が今も繰り返し生みだされ

ている。こうして生みだされるプラスチックナ

プキンは、大規模な設備と技術、資本が必要な

装置産業のもとでのみ生産可能なものである。

Fund for Nature, C

境保全戦略かけがえのない地球を大切に』小学館.19兜。)

N 例えぱ、ユニ・チャーム環境活動推進体制上 ht中ゾノWWW.unicha血.CO.jp/eco/ind獣.html(2009年8月24日閲覧)

如厚生労働省薬事工業生産動態統言十年表: ht中ゾノWWW.mhlw.go.jp/topics/yakuji/2007/nenpo/×1S/15.×1S (2009年8月24日閲覧)
引家庭から出される家庭ゴミは、一般廃棄物として市町村に収集、運搬、廃棄の義務がある。

装置産業のもとでの製造

g for the Earth : A strategy for sust ble L , Gla11d,1991(世界自然保護基金日本委員会訳,『新・世界環



そして、プラスチックナプキンの国内マーケッ

トシェアは、上位3社で862%を占めている状

況がある訟。これらのことから、月経は女性の

身体的生理機能であり、女性が暮らすあらゆる

地域で、時代を超えて女性の身体におこる現象で

あるにもかかわらず、その処置用品は装置産業に

おける企業の利潤追求の市場のひとつになってい

るといえる。換言すれぱ、女性が自らの月経処置

方法を装置産業における企業任せにしているとも

いえ、女性自身がどのような月経処置用品を求め

ていくかが問われているのである。

一方、装置産業のもとで製造されているプラ

スチックナプキンはマスメディアを利用して広

告宣伝活動を積極的に行っている。しかしなが

ら、マスメディアとプラスチックナプキンメ

カーには、月経をあからさまに表現することを

輝る風潮がある。民間放送の事業者が加盟する

社団法人日本民間放送連盟鵠には「日本民間放

送連盟放送基準」の第14章に広告の取扱につい

ての基準が細かくもうけられ、第1Ⅱ条では月

経処置用品について、避妊具と共に呼必密裏に

使用するものや、家庭内の話題として不適当な

ものは取り扱いに注意する。生理用品や避妊具

などの取り扱いにあたっては、放送時問、前後

の番組、広告表現に十分Υ注意する」と明記さ

れている。この基準を受けて、プラスチックナ

プキンメーカーが加盟する社団法人日本衛生材

料工業連合会が「生理処理用品及び月経処理用

タンポン広告自主要綱」を1998年に改正し、留

意点として「(1)生理用品CMの商品の提示は、

パッケージにとどめることが望ましいが、消費

者に、より適切な情報を提供するために商品現

物を提示する場合は、機能等の説明を含め、上

品で誇大にわたらないよう配慮する。(2)生

理用品CMにおけるコマーシャルソングの使用

については、商品の性質になじまず、子供が歌

うことにつながるので好ましくない」鉾と記して

いる。このようなことは、月経を女性の身体的

生理機能として自然なことと見なさず、第2章

布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

第4節で述ベた隠すべき個人的問題としての月

経観力斗佳続しているといえる。

また、プラスチックナプキン購入時、他者に

それと気づかれない様にと不透明な袋に入れて渡

されることが多いのだが、このことは、マスメディ

アとプラスチックナプキンメーカーという企業主

導により月経をあからさまに表現することを陣る

風潮を作りだし維持している状況と同様のことで

ある。それ故に、プラスチックナプキンという月

経処置用品から発せられている月経観を再検討す

ることが、個人的な問題ではなく、女性だけの問

題でもなく、社会全体の問題として検討していく

場合の必須になると考える。
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4 布ナプキンの可能性

4.1

この数年、布ナプキンの存在を知る女性が増

加している。本節では、布ナプキンを取り巻く

現状について整理しておきたい。

まず、布ナプキンを定義しておく。布製で洗っ

て繰り返し使用できる月経処置用品が布ナプキ

ンである。しかしながら、前章でみてきたよう

に、脱脂綿が使用される以前の月経処置にも布

が利用されており、それらも布ナプキンといえ

ないことはない。そこで、本稿では、プラスチッ

クナプキンが普及している今日において、あえ

て布製で洗って繰り返し使用する点を重要視し

ている月経処置用品を布ナプキンと限定してお

く。

次に、日本における布ナプキンの製品化につ

いてである。1999年に、日本で最初の布ナプキ

ンの製造と販売が、アルテミスの中野ようこに

よってはじまった。中野は、アメリカ滞在中に

布ナプキンの存在を知った肪。その後帰国し、

日本国内にはアメリカやオーストラリアから輸

入したもののみで国内生産のものがなかったた

布ナプキンを取り巻く現状

記富士経済(トイレタリーグッヅマーケティング要覧,2005)によると、 2005年のマーケットシェア]位はユニ・チャームで

37.4%、 2位は花王で29.8%、 3位はP&G F.E.1 で19.0%である。:h如ゾノWWW.fgn.JP/mpac/sample/_datas_/102050049001.html (2009
年8月24日閲覧)

"社団法人日本民間放送連盟'h如:/m北.ωJP/(2009年8月24日閲覧)

列日本民間放送連盟放送基準: htゆ:ガW四.mm.COJPノ血0、mfo/14kokoku.htm (2009/ 8月24日閲覧)
"アメリカで布ナプキンの使用がはじまったきっかけは、1970年代後半にタンポンに付着した黄色ブドウ球菌が原因で発病し、

死亡者がでたトキシックショック症候群(いわゆるタンポンショック事件)である。市販のタンポンの安全性に疑問を持った

女性たちが、身近な布や海綿で月経処置を行おうとしたのである。
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め、中野は自ら製造を企画していった北。また

同時期、食の安全を考える企業も布ナプキンの

製造を開始した。その後、2007年頃までに小規

模な布ナプキンメーカーが数社誕生し、 2007年

以後は大手通信販売会社も布ナプキンの製造

販売に参入しはじめている。規模の大小はあれ、

製造・販売社数力吐曽えていることは、今後の布

ナプキンに関する市場が伸びていくと予測でき

る。

つぃで、布ナプキンに興味関心を寄せる女陛

を取り巻く状況についてである。布ナプキンは、

プラスチックナプキンと同様にドラッグスト

アーやスーパーで簡単に購入できるわけではな

い。その理由のひとつには、薬事法によりプラ

スチックナプキンやタンポンには月経処置用品

として基準が設けられており、布ナプキンは法

的には月経処置用品と認められておらず、雑貨

扱いである"ことが考えられる。このような状

況のため、布ナプキンに興味関心を寄せる女性

は、ウェブのロコミサイトや布ナプキン使用者

の感想が公開されているブログなどを参考に

し、主に通信販売で購入している。また、実店

舗での購入を希望する場合は、有機農産物や無

添加食品などを取り扱う小売店、環境に配慮し

た雑貨をそろえる小売店、あるいはフェアト

レード商品の小売店を訪れることになるのだ

が、これらの小売店は店舗数が少ない。そのた

め、布ナプキンを実際に手にとって購入を検討

したい女性は、小売店をウェブサイトで探した

リ、知人から聞いたりして行くことになる。こ

のように、布ナプキンに関する情報収集や購入

をするにはウェブへのアクセスの必要性が高

い。換言するならば、ウェブの登場によって布

ナプキンの認知度が高まってきたということが

できる。

そして、布ナプキンに女性が興味関心を寄せ

るきっかけは、大別すると二つあると考えられ

る。ひとつはプラスチックナプキンによるごみ

問題に着目した場合究、もうひとつは月経に関

小野 千佐子

連する自らの身体が抱える問題、つまり月経に

よる不定愁訴の改善を目指す場合である。プラ

スチックナプキンによるごみ問題に関しては、

第3章でみてきたとおりであり、その代替品と

して洗って繰り返し使用できる布ナプキンが選

択されてぃる。一方、月経による不定愁訴の改

善を目指す場合は、布ナプキンが身体に与える

影響についての科学的研究がはじまったぱかり釣

であるため、ウェブのロコミサイトや布ナプキ

ン使用者の感想が公開されているブログなどを

もとに、布ナプキンの有効性を自ら判断して選

択することになる。また、布ナプキン使用者が、

家族や知人に対して、不定愁訴の改善経験を語

り積極的に布ナプキンを推奨した結果、家族や

知人が布ナプキン使用にいたることがある。

ここまで、製品としての布ナプキンについて

述ベてきたが、布ナプキンの特徴として、購入

せずとも手作り可能な点がある。身近な布で自

らや家族のために作る女性も多い。また、女性

ホームレスのグループが布ナプキンを手作りし

て販売している事例がある卯。さらに、布ナプ

キンの作り方を伝える活動は各地で行われてい

る。このように、簡単に手作りできることから、

布ナプキンの普及は草の根から広がっていると

し)える。

M これは、 2009年8月7日、モモニコ(東京都足立区)で開催された「布ナプキン・フェスタ」会場にて中野より聞き取りした。
"薬事法における月経処置用品に関する基準は、プラスチックナプキンを想定してのものであり、布を素材として考えられてい
ないためである。

鯰筆者の布ナプキンのビジネスに対して顧客から寄せられるメールには、プラスチックナプキンをごみとして出すことに抵抗を
感じて布ナプキンを使用してみたいといった内容のものがある。

"現在、甲斐村.久佐賀による「月経用布ナプキンの使用が女子学生の不定愁訴に及ぼす影響」が唯一論文として発表された研
究結果である。詳細は、第4章2節にて述ベる。

卯「女性ホームレス布ナプキン製作・販売」: http:ノノWWW.yomiun.CO.jp/kom.ohvnews/mixnows/200806260k01.htm (2009年8月24日
閲覧)

4.2

4.2.1

布ナプキンの使用による変化

本節では、女性が布ナプキンの使用によって

変化する事例の先行研究として、甲斐村美智子

と久佐賀眞理の「月経用布ナプキンの使用が女

子学生の不定愁訴に及ぼす影響」を概説する。

甲斐村と久佐賀は、布ナプキンの使用により

「月経観や性の受容、自尊感情が改善し、不定

愁訴が軽減する」という仮説を立て介入研究を

先行研究:布ナプキンが不定愁

訴に及ぽす影響



おこなった。研究対象者は、研究の趣旨に同意

した19~22歳で布ナプキンの使用経.験がない

看護・福祉系大学女子学生32名である。この研

究結果によると(1)布ナプキン使用は女子学

生の不定愁訴を軽減する、その経過はまず月経

観が肯定的に変化し、月経痛力沖茎減し、不定愁

訴、自尊感情、性の受容が改善する。(2)そ

の要因は布がもたらす感触の良さや、皮膚トラ

ブル、臭いの改善などにより月経に対する厄介

観力璋呈減することや、毎回の交換一洗濯時の経

血の観察から月経は自然なものという意識を促

進することによる。(3)不定愁訴改善群と非

改善群の比較から布ナプキン使用が不定愁訴の

改善により有効に作用する対象は、月経周辺期

の月経痛、負の感情、行動制限が強い人であっ

たことが明らかになった。

さらに、不定愁訴の改善については、布ナプ

キンが布素材であるための感触の良さを8割弱

が実感し、臭いや皮膚トラブルの一部改善がみ

られ、布の保温性により冷えなくなったことな

どが影響して直接不定愁訴が改善した群と、布

ナプキンの使用により月経観が肯定的に変化す

ることで不定愁訴が改善した群の二つのパター

ンがあると考えられている。自尊感情について

は、布ナプキンの使用により自らの身体に対す

る気づきが生じ、また、今まであまり考えるこ

とがなかった環境に配慮するようになったこと

から、自らの有能感が高められたと考えられて

いる。

甲斐村と久佐賀は、プラスチックナプキンな

しでは月経の処置ができないという意識を女性

たちが植え込まれていると指摘している。そし

て、布ナプキンは「不定愁訴の改善を超えて女

性たちの自尊心を高め、女性性を取り戻す可能

性を秘めている」(甲斐村・久佐賀,2008,151ペー

ジ)と論じている。

布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

上で交わされているものである。しかしながら、

筆者は、身体的生理機能である月経について、

バーチャルで匿名性が高いウェブではなく、直

接顔を見て、生の声を耳にして語り合う必要が

あると老えてワークショップを主催してきた。

このワークショップは、 2008年8月より毎月1

回程度の頻度で企画し、これまでに14回開催引

してきた。参加者は、数名から20名程度で、月

経にまつわる体'験や布ナプキン使用後の変化を

積極的に語ってもらうことを重要視して運営し

てきた。そこで、布ナプキン使用者6名の参加

があり、使用後の変化や感想が活発に話題に

なった2009年6月27日のワークショップで語ら

れた内容を事例として報告する。

このワークショップへの参加者は7名で、そ

のうち6名は布ナプキン使用者で、 1名は布ナ

プキンに対して興味を持っていたが未使用であ

リ、他の参加者の体.験談を聞いてみたいとの思

いからの参加であった。会場は、布ナプキンを

販売しているクレヨンハウス大阪店(大阪府吹

田市)に併設された力フェスペースである。

最初に、ワークショップへの参加動機につい

て語ってもらった。すると、以下のような語り

があり、月経と月経処置について話したい、聞

きたいという気持ちから参加していることがわ

かる。

f南ナプキンι、使い捨でナフ゜キンむ宏、イ畔

と場合によっで使い分けでノ使クでいる。み女

さ元のイナプキンのノ使い方を閉きたい。ノ

/食の安全ガ洗に女ク、また、チιガゞ元を慈ク

たこと'あクで、身体にιクで気芽ちいいこし

を遍優先に考えで布ナプキンを使房ιでいる。

布ナプ牛ンか1大'好き女ので參加ιた。ノ

f既に傍経ιえ,が、おクるの対美で毎a布ナ

プキンを使房ιでいます。み女さ元のお話を閉

きぇ.,い。ノ

そして、布ナプキンを使用して感じているこ

とを以下のように語っている。

/イ布ナプキンぱノ遁気佳がいいので、ムbが

気に女ら女い。ノ

f布女ので、下岩感覚で使ノ寿ιでいまブ・・。y

f使い捨でナプキンぱ身伽にとクで問毎かあ

ると閉いで、知冠優先でイ布ナプキンをノ使ノ万

しぱどめたが、本苫に安心ιで使えるるのだと

159

4.2.2 事例報告:月経を語るワーク

ショッフ゜

次に、筆者が主催している月経を語るワーク

ショップについて報告する。前節でみてきたよ

うに、布ナプキンに関する情報の多くはウェブ

Ⅲ 2009年8月16日現在の開催数である。

U プラスチックナプキン在指す。
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笑感ιでいる。ノ

/イ布ナプ牛ンの生地の柄ガヲかわいいので、

4理心の憂諺女気分か築に女クた。ノ

また、月経自体については次の様に語り、月

経について意識的に観察していることが明らか

となった。

/方経期闘が短ぐ衣クた。ぱ゜クι r方修ガヲ

ぱどまクで、すっきク泌冬わる。ノ

f経血オ瞳主血のよづ女永に女ク、ドロッとし

え,感どガゞ女ぐ女クた。ノ

このような語りを聞いた 1名の未使用者は、

今後布ナプキンを使用していきたい意向を次の

ように語った。

f布ナプキンを使うと、目分目身の4理に対

する薫轟か変イιするといづごしに興吠を芽ちま

した。私ぱまヂ'験女ので、ごれからがιクで'

築ιみです。ノ

さらに、ワークショップに参加した感想から

は、月経や月経処置用品について語ることが有

意義なことであるとわかった。

f女か女か布ナプキンや生理についで話すこ

とぱ少衣い。で苔、少ιずつまわクの友人女ど

にイ話ιで、布ナプキンをノ広めでいけるとい

い女と忽います。ノ

/少人数で話がたクぷク聞けで皮かクえ'でず。

ナプキンの話を大っぴらに、このよづにしえ'こ

ιガゞ女かっえ,ので、話ゼえ.,ごとかJきかクた。ノ

f参勿ιて、イ月経にクいでノ忽い込元でいる

ことや知ら女いことかある衣あと、改めて忽い

ましえ,。y

事例のように、初対面の女性同士が自らの月

経体験について語る機会や場は少ない。しかし

ながら、女性にとって月経は身近な現象であり、

語り合う他者の月経も決して他人事にはならず

共感することができる。それゆえ、参加者にとっ

ては、白らの月経観を語り共有する場となった

事例が貴重な体験になったと考えられる。

小野 千佐子

5 プラスチックナプキンから布ナプキンヘ

5.1 「存在しないことにする月経」から
「存在する月経」ヘ

これまでみてきたことから、プラスチックナ

プキンを使用しての月経処置は、「存在しない

ことにする月経」を目指してきたことであり、

これに対して、布ナプキンを使用しての月経処

置は、「存在する月経」を目指すことだといえる。

その対比をまとめたものが、表1である。

まず、「存在しないことにする月経」につい

てである。プラスチックナプキンが支持される

社会では、月経の日も月経がない日も同様に行

動できることが目指されている。そのため、装

置産業によって次々に新商品が発売され経血を

汚物として処理し、月経を隠すことが可能にな

る。また、たとえ月経痛があっても我慢し、あ

るいは鎮痛剤を内服して個人の身体的問題とし

て対処することが望まれている。これは、身体

的生理機能である月経を、自らと自らが帰属す

る社会の都合によって「コントロールしたいと

いう欲望」U (森岡,2003,359ページ)によっ

て行われていることである。この様な欲望を原

動力とする現代文明を、哲学者の森岡正博は「無

痛文明」(森岡,前掲書,3ページ)と呼んで

いる。その無痛化のひとつの手法として「目隠

し構造」(森岡,前掲書,28ページ)を挙げ、

見えてぃるのに見えないことにしていく状況を

問題にしてぃる。つまり、月経にもこの「目隠

し構造」が当てはまり、存在しているのに、存

在しないことにしているのである。

次に、「存在する月経」についてである。布

ナプキンは、プラスチックナプキンほどの吸収

力がなく、また使い捨てでないため使用後は持

ち帰る、つまゆ汚れたものを持ち歩かなければ

ならない。そして、自宅で洗うことが必要とな

る。これは、月経処置に関して手問と時間がか

かるようになることでもある。しかしながら、

この手間と時問により、月経に対する厄介で、

心月経を語るワークショップの参加者には、なじみがあり、語りゃすい用語を自由に使用してもらう。そのため、生理という呼
称で語る参加者が多い。また、田口は月経をめぐる語りにっいて分析し「月経コード」と「生理コード」という区別をおこなっ
てぃる。「月経コード」は、月経の様子を生物医学的に説明し、医療の専門家などに告白する場合である。「生理コード」は、
女性の人間関係や日常生活から発せられる月経体験に関する語りの場合である(田口,2005. BO-B3ページ)。まさに、月経
を語るワークショップは「月経コード」ではなく「生理コード」によって語り合われる場である。
"森岡は、次の5つによって「身体の欲望」が成り立っていると論じ、コントロールしたいという欲望は、ひとっ目と5つ目に該
当する。(1)快を求め苦痛を避ける。(2)現状維持と安定を図る。(3)すきあらぱ拡大増殖する。(4)他人を犠牲にする。(5)
人生・生命・自然を管理する。



月経処置方法

表1 プラスチックナプキンが支持される社会と布ナプキンが支持される社会

布ナプキンを通じた月経観の変容に関する研究

プラスチックナプキンが支持される社会

月経処置用品の生産

月経による行動制限を削減

使い捨て

必需品としてしかたなく購入

一見、衛生的に思えるが最終処分には無

頓着

ライフスタイノレ

月経観

巨大資本による装置産業

常に新商品の開発

効率と利便性優先の生活

人間による自然の搾取

なければいいのにと思うネガティブな感情が薄

らいでぃく。こうして、自らの月経は「存在す

る河経」となり、布ナプキンの手入れを目にす

る周囲の人々は、産小屋があった頃のように、

しかしかつての不浄としてのケガレ観はなく、

誰もが月経を認め、語ることが可能になると考

える。また、プラスチックナプキンは新商品が

次々に生み出されることにより、古い矢脈哉や知

恵は価値がないものとなり、知識や知恵は個別

化し断続的になってしまうのだが、布ナプキン

は使用方法や作り方、手入れ方法などの知識や

知恵を有効なものとして伝えていくことが可能

である。

このように、布ナプキンの使用によって「存

在しないことにする月経」から「存在する月経」

へと月経観が変容するといえる。すなわち、月

経をめぐる問題解決には布ナプキンが有効であ

るといえる。

存在しないことにする月経を目指す

月経の否定

個人的問題

情報の個別化

布ナプキンが支持される社会

手間と時間が必要

洗って繰り返し使用

下着感覚で楽しく選ぶ

身体ヘの関心と責任感

手作り、小規模生産が可能

常に素材は同じ
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積極的簡素な生活

環境ヘの配慮

存在する月経を目指す

月経の受容

月経随伴症状などへの共感もしくは理解

情報の共有と伝授

使用者を増やしていくことが必須となる。

筆者のおこなっている月経を語るワーク

ショップは、布ナプキンの普及を目指した取り

組みのひとつである。既に第4章の事例で報告

したように、参加者は友人などに布ナプキンを

すすめたいと語っており、小規模なワーク

ショップではあるが布ナプキンの普及に寄与し

てぃるといえる。

また、社会の中では少数派である布ナプキン

使用者が共に主観的に月経体'験を語り合うこと

は、「存在しないことにする月経」から「存在

する月経」へという変革に気づくことにつなが

る。つまり、参加者同士の共感によって自らの

体験を現実として受容し、月経をめぐる問題解

決ヘむけた「社会変革の可能性が模索、共有化

される」 U11浦,2005,150ページ)という意義

があるといえる。

5.2

布ナプキンは、既に述ベたように近年認知さ

れるようになってきているが、まだその存在す

ら知らない女性も多く、月経処置用品のひとつ

の選択肢として社会に広く提示されているとは

いえない。そこで、布ナプキンの認知度を高め、

朋経を語る」機会の設定を通じて

6 おわりに

本稿では、布ナプキンによって月経観がいか

に変容するかについて述ベてきた。まず、月経

観が、神秘的なものから不浄としてのケガレヘ

と変化し、その後の衛生観念の普及とともに隠

すべき個人的問題ヘと変遷していく有様につい

て歴史をひもときながら整理した。そして、プ
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ラスチックナプキンへと月経処置用品が画一化

されることによって、月経が存在するにもかか

わらず「存在しないことにする月経」が目指さ

れてきたことについて考察をおこなった。さら

に、プラスチックナプキンが唯一の月経処置用

品であった状況下に布ナプキンという選択肢を

提示すことによって、「存在する月経」へと月

経の受容が促進され、月経をめぐる問題解決の

可能性を示した。

とはいえ、まずは布ナプキンに関する多面的・

多角的研究が重要である。布ナプキンの有効性

に関する科学的研究ははじまったばかりであ

リ、この領域の研究は他に譲るとしても、その

結果が大いに待たれるものである。加えて、プ

ラスチックナプキンと布ナプキンの衛生面にお

ける精緻な比較検討は早急、に必要なことであ

る。さらに、月経をめぐる問題解決には、教育

現場における初経教育や、職場における女性の

労働環境にも着月して検討していくべきであ

リ、今後の研究課題である。
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